
　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。そして

皆さんがこの日を迎えるまで、皆さんを支え、ともに歩

んで来られたすべての方々に心からお祝いを申し上げま

す。

「グローバル化」が進展する今、多様な価値や利益を

追求する人びとの交流を促進したり、そこに生じる紛争

や対立を未然に防止したり解決することを通して、自由

で平和な社会を築くことが求められています。この課題

にこたえるために中央大学法学部が大切にしてきたの

は、恒久的・普遍的に有効となるような原理を探究し、

あるべき社会の姿を描きながらも、現実を真摯に見つめ、

置かれている状況で最善の解決策を見出していくための

知性を磨くことです。このような知性こそ、中央大学の

建学の精神「實
じ っ ち お う よ う の そ

地應用ノ素」であり、「行動する知性。」

というユニバーシティ・メッセージとして受け継がれて

いるものです。今、そこで、問題に直面している人々に

寄り添い、そこを自らの「持ち場」と定め、問題解決に

真摯に取り組むこと、このような取り組みのリソースの

在り処を学び、その用い方を共に考えることが法学部で

の学びです。

こうした知性を磨くためには、中央大学法学部が用

意している多様な機会を逃さず、世界を広げ豊かなもの

にしていくことが必要です。世界を広げるとは世界を批

判的に捉えることを意味します。この作業こそ学問的探

究です。学問と聞くと、皆さんの生活や人生と切り離さ

れた営みのように感じるかもしれません。しかし、この

営みは、皆さんの大学生活そのものと言ってよいでしょ

う。というのも、自身にとって都合のよい、わかりやす

い世界像を描き、そこに自閉するのではなく、あたりま

えの世界を疑い、世界の複雑さと向き合い、新たな知見

や異なる価値観を抱く人びととの出会いをおそれず、他

者と自分自身との関係性を見つめていく営みだからで

す。今ある関係性を壊さないために、近道をしたり、楽

な道をいくという選択は自由な選択とは言えません。半

ば強要され、こうした選択を重ねることは、そのような

存在として自身を承認し、皆さん自身を貶めることにも

なりかねません。

皆さん一人一人が、中央大学法学部を自分自身の「居

場所」と定め、未来の「持ち場」で輝くその日まで、私

たちは、皆さんの志と夢を応援します。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。中央

大学経済学部教職員一同、皆さんのご入学を心から歓迎

いたします。皆さんは、現在、受験勉強から解放されて

ほっとされていることでしょう。大学４年間をどのよう

に過ごそうか、あれこれ考えるだけでも期待で胸が膨ら

みますよね。これから大いに大学生活を楽しんでくださ

い。

　ところで、皆さんは、毎年マスコミで話題になるノー

ベル賞のことは当然ご存じでしょう。同賞は、スウェー

デンの企業家アルフレッド・ノーベルの遺言に基づき19

世紀末に創設されました。顕著な功績をあげた人物に対

して授与される世界的に名誉ある賞ですが、「物理学」、

「化学」、「生理学」、「医学」、「文学」、「平和」などとともに、

「経済学」は社会科学の中で唯一ノーベル賞の対象となっ

ています。経済学は論理的かつ体系的に構築された学問

であり、物理学が「自然科学の王様」であるのに対し、「社

会科学の女王」と呼ばれています。

　経済学は世界共通言語（世界共通の学問）です。グロー

バル化が進んだ今日、ビジネスマン、公務員、政治家に

とっても、経済オンチでは世界で戦うことが困難になっ

てきています。現実の経済現象を論理的に読み解く能力

が求められます。

　国内外で発生している経済問題は、経済理論、歴史、国

際比較などのさまざまな側面からアプローチすることが

可能です。いずれのアプローチからでも良いので、経済

問題に対して４年間である程度の政策提言を行えること

を目指しましょう。他人の意見の請け売りではなく、自

分なりの視点から発言できる、そういう人になって欲し

いと思います。

　将来の日本いや世界を背負う可能性を秘めた皆さん

が、中央大学経済学部で有意義な４年間を過ごされるこ

とを切に願っております。
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